
 

 

 

【 令和８年度スタートしました！ 】 

先週金曜日（4/4）に着任式と始業式、入学式が行われ、一関市立舞川中学校の新年度がスタートしまし

た。今年度は、新たに 16人の教職員と、３６人の生徒で新たな船出をすることになりました。新入生 1２人

を迎え入れ、総勢 5２人で心を一つに教育活動に取り組んで参ります。 

晴天で風が強く、思い通りにスイスイ進む日、晴天でも風がなく、なかなか進まない日もあるでしょう。生

徒にとっても、教職員にとってもいろいろな経験を積み重ねていく中で、多くを学び乗組員全員がそれぞれ

の“達成感”や“満足感”を感じるとともに、自分と仲間の成長をお互いに認め合えるようにしたいと考えて

います。 

【 入学おめでとうございます】 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

式 辞 

校長 今川 晋 

紅梅白梅がほころび、うぐいすのさえずりが聞こえ、この舞川の地にも春の訪れを感じる季節

となりました。この良き日にたくさんのご来賓の皆様のご臨席を賜り入学式を執り行うことがで

きました。まずは関係する皆様方に心から感謝申し上げます。 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんの入学を、在校生、職員一同、心から歓迎

します。 

私は先日、皆さんの小学校の卒業式を拝見しました。そこで感心したのは、皆さんの「お辞儀」

の姿です。背筋を伸ばし、心を込めてお辞儀するその姿から、六年間の学びへの感謝と、これから

始まる中学校生活への強い思いが伝わってきました。そんな皆さんならこの中学校での三年間も、

きっと充実したものになると思いました。 

また、皆さんの卒業式では、PTA会長さんが「百聞は一見にしかず」という言葉を贈ってくださ

いました。「人から聞いた噂や情報に惑わされるのではなく、自分の目で見て、自分の心でものご

とを判断しなさい」という教えでした。 

今の世の中、情報はあふれています。しかし、何が正しく、誰が信頼できるのか。それを決める

のは、他人の「目」や「心」はありません。自分の「目」と「心」で決めるのです。中学校生活で

確かな自分の感覚を身につけることが、これからお話しする「自律」への第一歩となります。 

自律とは、文字通り「自らをコントロールする」ことです。そのためには、自分で考え、自分で

判断し、その結果に責任を持てるような人にならなければなりません。生きていく限り、大切に

しなければなりません。 

「自律」する力は、少しずつ身につけてほしい力です。簡単には身につきません。まずは自分で
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【本年度の本校職員です】 

どうぞよろしくおねがいいたします。※ 網掛けは、転入職員です。 

 職 名 氏 名 主な担当教科 所属学年 担当部活動 

１ 校長 今川  晋   ― 

２ 副校長 小野寺浩二 国語若竹Ａ・B  ― 

３ 教諭 清水  慧 国語全学年 １Ａ担任 女子バドミントン 

４ 教諭(再) 浅野 始央 社会全学年 １学年 ― 

５ 教諭 菊池  寛 音楽全学年・英語若ＡＢ 1学年 ソフトテニス 

６ 教諭 千葉ゆかり 英語全学年 ２Ａ担任 男子バドミントン 

７ 講師 福井 真幸 理科全学年 若竹Ａ担任 女子バドミントン 

８ 教諭 盛田 敬久 保体全学年 ３Ａ担任 特設陸上・駅伝 

９ 教諭 佐藤 勝彦 数学３年・若Ａ ３学年 ソフトテニス 

10 講師 小山 光喜 数学１・２年、社会若Ａ   ３学年 男子バドミントン 

９ 養護教諭 菅原 幸代    

10 主事 阿部 隼清    

11 用務員 菅原 芳典    

12 教諭（再） 臼沢 純子 美術全学年 

※ 週１日の勤務です 13 非常勤講師 菊池  悟 技術全学年 

14 非常勤講師 小岩 寿美 家庭全学年 

1５ 外国語指導助手 ﾏﾙﾃﾞ･ｶﾆｬﾀﾞ 全学年英語   

1６ スクールカウンセラー 櫻井 静江    

1７ 読書普及員 松本 瑞穂    

できることは自分でやる「自立」をめざした生活を心がけてください。誰かに頼っていたことを、

少しずつ自分でやっていくことからスタートしましょう。自立の積み重ねが、自分をコントロー

ルする「自律」へと繋がっていくと私は考えます。 

例えば中学校には、運動会のように小学校と似た行事があります。しかし、違う点があります。

それは、その多くを「自分たちで作り上げる」という点です。先生や大人に言われたとおりに動く

のではなく、仲間と協力して自分たちで答えを探し、かたちにしていく。その積み重ねが、皆さん

を強く、賢くし「自律」へと導く力となります。 

先輩たちもそうやって少しずつ自分を高めてきました。困った時には、先輩や教職員、地域の

皆さんが支えます。失敗を恐れずに一緒に前へ踏み出しましょう。皆さんのこれからの三年間が、

充実した日々になることを心から願っています。 

保護者の皆様に申し上げます。お子様のご入学、誠におめでとうございます。中学校への入学

は人生の中でも大きな節目の一つであり。お喜びもひとしおのことと存じます。 

私ども教職員は、生徒それぞれの多様性を大切にしながら、保護者の皆様、地域の皆様と連携

して、生徒それぞれのゴールに向かって、日々の教育実践に精一杯取り組んで参ります。 

皆様には、どうぞ本校の学校運営にご理解とご協力を賜りまして、お子様の健やかな成長を支

えてくださいますようお願い申し上げます。 

結びに、関係するすべての皆様には、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申しあげ、

式辞といたします。 



 

 


